
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】食品残渣、ヘドロ、汚泥処理の再生処理におい

て、処理装置構造の簡素化および処理時間の短縮化を図

った処理機を提供する。

【解決手段】処理機全体を円筒形にし、円筒形にした処

理機２の円筒内面に爪状の突起物４を設置し、円筒内の

回転シャフト６とシャフトに取り付けた各種形状の回転

羽との組合せ、円筒の回転方法とシャフトの回転方向を

逆とすることにより処理能力も向上し一度に多くの廃棄

物を処理で、円筒にしたことにより廃棄物の粘着度の問

題も解決できる。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
本 発 明 は 、 食 品 残 渣 、 汚 泥 、 河 川 等 の ヘ ド ロ の 再 生 処 理 を 目 的 に 開 発 し た 、 分 解 処 理 機 で
す 。
処 理 機 は 筒 状 で あ る 。 筒 状 の パ イ プ の 左 右 を 塞 ぎ 、 筒 状 の 中 心 に 穴 を 開 け そ の 中 に 回 転 シ
ャ フ ト を 通 し た 、 回 転 シ ャ フ ト の 外 側 に 撹 拌 羽 を 取 り 付 け た 、 撹 拌 羽 は さ ま ざ ま な 形 状 に
す る 、 そ れ に は 処 理 機 に 大 き さ に よ り 変 え る 。 羽 の 形 状 は 棒 状 、 板 型 、 鎌 形 、 等 を 使 う 。
【 請 求 項 ２ 】
処 理 機 を 筒 状 に し た の は 、 廃 棄 物 が 一 度 に 多 く 処 理 出 来 る 、 ま た 筒 状 に す る こ と に よ り 処
理 機 を 回 転 で き る 、 回 転 に は 筒 状 の 処 理 機 の 下 に タ イ ヤ を 付 け た 。 タ イ ヤ を 回 転 さ せ る こ
と に よ り 筒 状 処 理 機 も 回 転 す る 。 処 理 機 本 体 が 右 回 転 す る と 、 処 理 機 の 中 心 シ ャ フ ト は 左
回 転 す る よ う に し た 。
【 請 求 項 ３ 】
筒 状 処 理 機 の 内 部 に 突 起 物 を と り つ け た 。 突 起 物 を 取 り 付 け た こ と に よ り 撹 拌 分 解 処 理 が
早 ま る 、 又 、 処 理 の 終 え た コ ン ポ ス ト を 取 り 出 す の に も 役 立 つ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 処 理 機 全 体 を 筒 状 に し 、 処 理 機 全 体 を 回 転 さ せ 処 理 す る 処 理 機 に 関 す る も の で
あ る 。
［ 背 景 技 術 ］
【 ０ ０ ０ ２ 】
現 在 、 円 筒 の 処 理 機 は 無 く 、 判 円 筒 の 処 理 機 が 大 半 で す 。 処 理 機 全 体 が 回 転 す る も の は な
い 。
［ 発 明 の 開 示 ］
［ 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 ］
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の た め に 、 次 の よ う な 問 題 点 が あ っ た 。
（ １ ） 処 理 機 は き め ら れ た 量 し か 食 品 残 渣 等 の 投 入 が で き な か っ た 。
（ ２ ） 処 理 機 の 処 理 能 力 も 時 間 が 掛 か っ た 。
本 発 明 は 、 こ れ ら の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ る 。
［ 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 ］
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の 処 理 機 は 角 型 の 処 理 機 が 大 半 で あ り 、 処 理 機 の 中 心 部 に 回 転 シ ャ フ ト を 通 し 、 シ ャ
フ ト に 撹 拌 羽 を 固 定 し 、 食 品 残 渣 等 を 撹 拌 す る 仕 組 み で す 、 本 発 明 は 処 理 機 全 体 を 円 筒 形
に し 、 そ の 中 心 部 に シ ャ フ ト を 通 し シ ャ フ ト に さ ま ざ ま な 形 状 の 撹 拌 羽 を 取 り 付 け る 。 円
筒 形 の 処 理 機 も 回 転 す る よ う に し た 。 円 筒 形 の 処 理 機 本 体 の 回 転 に は 、 円 筒 形 の 処 理 機 の
下 、 左 右 の ゴ ム タ イ ヤ を 回 転 さ せ る 。 ゴ ム タ イ ヤ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 円 筒 形 処 理 機 も
回 転 す る 。 円 筒 形 処 理 機 の 回 転 さ せ る に は 、 モ ー タ ー と ギ ヤ ー チ ー エ ン で お こ な う 。
主 軸 シ ャ フ ト の 回 転 も モ ー タ ー に て 行 う 。
主 軸 シ ャ フ ト が 右 回 転 す る と 、 円 筒 処 理 機 は 左 回 転 す る よ う に し た 。 円 筒 の 為 、 処 理 能 力
も 大 幅 に 増 え 、 処 理 能 力 も 早 い 。
［ 発 明 の 効 果 ］
【 ０ ０ ０ ５ 】
円 筒 形 に し た た め 従 来 の 処 理 機 よ り も 小 型 に な り 、 処 理 能 力 大 幅 に あ が っ た 。
［ 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 ］
【 ０ ０ ０ ６ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
符 号 １ は 、 処 理 機 全 体 の カ バ ー で す 。 符 号 ２ は 円 筒 処 理 機 、 符 号 ３ は 円 筒 処 理 機 に 廃 棄 物
を 投 入 口 で す 。 符 号 ４ は 円 筒 処 理 機 内 部 に 設 け た 爪 で す 。 符 号 ５ は 円 筒 処 理 機 を 支 え る 支
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柱 で す 。 符 号 ６ は 回 転 シ ャ フ ト で す 。 符 号 ７ は 回 転 羽 で す 。 符 号 ９ は 円 筒 処 理 機 を 回 転 さ
せ る シ ャ フ ト で す 。 符 号 １ １ は 回 転 タ イ ヤ で す 。 符 号 １ ０ 、 １ ３ は モ ー タ ー で １ ２ 、 １ ５
は 歯 車 で す 。
符 号 ２ ０ 、 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ 、 は 円 筒 処 理 機 中 心 シ ャ フ ト で す 。 ２ ０ は 空 気
吹 き 込 み 口 、 ２ ２ は 円 筒 処 理 機 内 部 に 空 気 を 送 り 込 む 吹 き 出 し 口 で す 。 符 号 ２ ５ は シ ャ フ
ト ２ ４ は シ ャ フ ト の 中 も う １ 本 シ ャ フ ト が あ る 。 中 の シ ャ フ ト は 固 定 す る 。 固 定 し た シ ャ
フ ト の な か に 温 度 ヒ ー タ ー を 入 れ 処 理 機 の 温 度 コ ン ト ロ ー ル を 図 る 。
本 発 明 は 以 上 の よ う な 構 成 で 、 開 発 し た 。
こ の よ う に 処 理 機 を 円 筒 に す る こ と に よ り 処 理 量 も 多 く で き 、 ま た 従 来 の 処 理 機 よ り も 小
型 で 、 ド ラ ム が 回 転 す る た め 処 理 時 間 も 短 縮 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
［ 図 １ ］ 回 転 処 理 機 の 断 面 図
［ 図 ２ ］ 回 転 処 理 機 の 斜 視 図
［ 図 ３ ］ 回 転 処 理 機 組 図
［ 図 ４ ］ 回 転 処 理 機 斜 視 組 図
［ 図 ５ ］ シ ャ フ ト 断 面 図
［ 図 ６ ］ シ ャ フ ト 組 図
［ 図 ７ ］ ド ラ ム 組 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
１ 　 　 回 転 処 理 機 全 体 カ バ ー
２ 　 　 円 筒 処 理 機 本 体
３ 　 　 投 入 口
４ 　 　 円 筒 処 理 機 内 の 爪
５ 　 　 処 理 機 支 柱
６ 　 　 シ ャ フ ト
７ 　 　 撹 拌 羽
８ 　 　 廃 疾 口
９ 　 　 タ イ ヤ シ ャ フ ト
１ ０ 　 モ ー タ ー
１ １ 　 回 転 タ イ ヤ
１ ２ 　 歯 車
１ ３ 　 モ ー タ ー
１ ４ 　 チ エ ー ン
１ ５ 　 歯 車
１ ６ 　 シ ャ フ ト
１ ７ 　 チ エ ー ン
１ ８ 　 円 筒 処 理 機
１ ９ 　 歯 車
２ ０ 　 空 気 取 り 入 れ 口
２ １ 　 内 側 シ ャ フ ト
２ ２ 　 空 気 吹 き 出 し 口
２ ３ 　 フ ラ ン ジ
２ ４ 　 シ ャ フ ト 内 側
２ ５ 　 主 軸 シ ャ フ ト
２ ６ 　 円 筒 処 理 機
２ ７ 　 内 側 爪
２ ８ 　 回 転 タ イ ヤ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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